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【はじめに】

高槻市は、人口 36万人、市立小学校41校・

中学校 18校を有する中核市です。平成 15年

度の中核市移行に伴い保健所を設置し、喫煙

や薬物乱用防止啓発を開始しました。啓発を

進める中で、学校から資料や講師派遣を依頼

される機会が増え、使いやすい教材や講師育

成の必要性が見えてきました。そこで、小中学

校にて喫煙・薬物乱用防止教育（以下、防止

教育）が継続実施されることを目的とし、平成

19年度から、教育機関と連携し「喫煙・薬物

乱用防止教育プログラム事業」に取り組みまし

た。本事業の3年間の成果について報告します。

【事業の概要】

プログラムの方向性

庄〗二三·告改善
平成 19年度 ：プログラムの作成

初めに保健所・教育委員会・学校・薬剤師

会による検討会を設置し、教材内容や授業方

法について検討した結果、「視覚に訴える」「体

験型・参加型」授業を目指すこととしました。

作成に当たって、まずパワーポイントスライドによ

る教材案を用いて検証授業（小学校6校・中

学校4校）を行い、児童生徒及び教職員対

象の自記式質問紙調査により課題を抽出しまし

た。更に検討会にてその結果を何度も検討し、

プログラムを作成しました。

平成 20年度 ：プログラムの周知及び改善

19年度に作成したプログラムを、 CD-R付き

冊子として市立全小中学校及び学校薬剤師に

配布しました。更に、学校の教育ネットワーク内

イントラネットヘ掲載することにより、必要なとき

にダウンロード可能とし、学校の意見や社会の

変化に応じた更新を可能としました。防止教育

のキーパーソンとなる養護教諭、保健体育担当

教諭、生徒指導担当教諭、学校薬剤師対象

の研修会を計3回開催し、使い方を周知しまし

た。さらに、モデル授業（小学校3校・中学校

5校）を開催し、教員や学校薬剤師による授業

を支援しました。使い方を知り更に実際の授業

を見ることで、その後授業にプログラムを取り入

れる学校が増加しました。

プログラムの周知に合わせ、検討会及びモデ

ル授業参加教員によるグループディスカッション

を3回実施し、授業の方法や改善点について検

討しました。また、市立全小中学校に対して防

止教育の実施状況やプログラムの活用について

の現状把握調査を実施しました (20年5月、 21

おかんがrあかんんゆ-'t蓉す
図 「たばこ (T)・薬物 (Y)、ゼロ (0)」を合言葉

に実施した本プログラム事業のキャラクター。

中学校 PTAの方の作成です。
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年3月）。グループディスカッション及び現状把握

調査からは、プログラム作成時に目指した「視

覚に訴える」「体験型・参加型」の内容が効果

的との意見が多く挙げられ、更に取捨選択でき

る教材の要望や保護者啓発の必要性など学校

現場の生の声を把握することができました。こ

れらの結果を元にイントラネット版プログラムを更

新し、次年度の方向性を検討しました。

平成 21年度：報告及び評価

21年度は事業のまとめと報告の年とし、学校、

薬剤師会等の関係機関にプログラム更新を周

知し、使用者アンケートによる双方向の意見交

換を呼びかけました。また、 Q&Aの作成や

実践研修会を開催することにより授業実施の支

援を行いました。更に、 PTA講演会等で本事

業の報告を行うことで、地域での喫煙・薬物乱

用防止対策を訴えました。 PTA講習会の中で

は、「家に帰って子どもと話し合いたい」、「考え

る機会になった」との声を多数頂き、地域・家

庭に防止教育を啓発する良い機会になったと感

じました。また、現在、事業評価のための第3

回の現状把握調査を実施予定です。

【考察】

本事業により、目標とする継続的で使いやす

い喫煙・薬物乱用防止教材を地域連携により

作成し、周知することができました。また、調

査を通じて学校の意見を聞くことにより、地域や

保護者への啓発の必要性などの課題を改めて

把握することができました。プログラムの開発は

もとより、学校保健と地域保健の関係を構築で

きたことがこの事業の大きな成果であると思われ

ます。今後はプログラムの更新を行うとともに本

事業で得られた連携を維持• 発展することで、

より充実した喫煙・薬物乱用防止教育への支援

を行っていきたいと考えます。
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